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（訂正）2022 年 3 月期 「個別業績における前期実績との差異に関するお知らせ」の一部訂正 

 

2022 年 5 月 13 日付で開示しました 2022 年 3 月期「個別業績における前期実績との差異に関するお

知らせ」において、営業外費用の計上がなされていないことが判明しましたので、これを訂正いたしま

す。訂正箇所には赤下線を付して表示しております。 

 

【訂正箇所】 

 

（訂正前） 

 

１．2022 年 3 月期 実績値と前期実績値との差異 

個別業績における前期実績との差異                 〔単位百万円〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

一株当たり 

当期純利益

（円 銭） 

前 期 実 績 （ Ａ ） 772 131 △3,941 △3,756 △195.84 

実 績 値 （ Ｂ ） 778 135 238 116 6.33 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 6 4 4,179 3,872  

増 減 率（ ％ ） 0.8 3.1 － －  



（訂正後） 

 

１．2022 年 3 月期 実績値と前期実績値との差異 

個別業績における前期実績との差異                 〔単位百万円〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．訂正の理由 

   前期実績におきまして、2022 年 5 月 13 日開示の「個別業績における前期実績との差異に関する

お知らせ」にて開示されていた売上高、営業利益に関しては各子会社からの受取配当金が売上に入

ることにより、それぞれ増加となっております。一方、経常利益に関しては、貸倒引当金繰入額 5,894

百万円が営業外費用として計上されておらず今回の訂正に至りました。内容としましては、株式会

社進学会及び株式会社ＳＧ総研に対する関係会社短期貸付金において、回収見込額を控除した額

5,894 百万円を貸倒引当金繰入額として計上いたしました。これに伴い経常利益が減少いたします。

また、当期純利益も経常利益と同様に減少となります。 

2022 年 5 月 13 日に開示後、招集通知、また有価証券報告書を作成する際に上記の計上をしてお

りましたが、訂正の開示を行うことが漏れており、「営業外費用の計上及び 2023 年 3 月期個別業績

における前期実績との差異に関するお知らせ」の開示の前に今回の計上の件が判明し、訂正の開示

に至りました。 

なお、上記の繰入額は連結決算ではグループ内で相殺されるため連結財務諸表に与える影響はあ

りません。 

 

以上 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

一株当たり 

当期純利益

（円 銭） 

前 期 実 績 （ Ａ ） 772 131 △3,941 △3,756 △195.84 

実 績 値 （ Ｂ ） 818 165 △5,657 △5,794 △308.49 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 46 34 △1,716 △2,038  

増 減 率（ ％ ） 5.97 26.35 － －  


